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全身性変形性関節症（Generalized Osteoarthritis : GOA） 
甲斐 睦章　潤和会記念病院　整形外科リウマチ科 

（2002年、第3回博多リウマチセミナー） 

 

歴史 

Adams（19世紀）　：多関節にOAを生じたとする報告が最初 

Cecil（1926年）　  ：Menopause arthritisと呼び閉経と関係した多関節のOA 1） 

Kellgren（1952年）：ヘバーデン結節と多関節型のOAとの関連 2） 

　　　　　　　　　 →（primary）GOAと命名 

Peter（1966年）　  ：erosive osteoarthritis 3） 

Ehrlich（1972年）　：inflammatory osteoarthritis 4） 

 

GOAと呼ばれている症例には非定型的慢性関節リウマチや軽症の遅発性軟骨異形成症（遅発性SED）に伴う0Aなど

の混在が否定できず､現在のところ明確な疾患概念は確立していない 5）6）7） 

 

GOAの分類（Kellgrenの分類）8） 

nodal GOA     ：手の関節炎（Heberden結節､ Bouchard結節､ 拇指CM関節のOAいずれか）とその他の部位の

OAが存在するもの 

non-nodal GOA：手にOA変化はみられないが3関節領域以上のOAが存在するもの 

 

病因 

1）性ホルモン 

　  閉経との関係 1）､ 閉経後のエストロゲンとプロゲステロンの不均衡 9） 

2）遺伝的背景 

　  a）nodal GOAは､ 女性に多く（男：女＝1：10）､ 家族内集積度が高い 

　　　（Heberden結節単独のものと遺伝形式が似ている） 2） 

　 b）non-nodal GOAは､ 男女差はなく（あるいは男性＞女性）､また､単純なメンデル遺伝に従わない遺伝形式を取る

ことが多い→多遺伝子疾患 6） 

　  c） Ⅱ型コラーゲン遺伝子（COL2A1）の種々の変異 6）9）10）11）12） 

　　　Ⅱ型コラーゲン病の中でも特に軽度の軟骨異形成症を伴う早期発症 

　　　GOA､ 家族性OAなどの報告がある（Arg519CysとArg75Cysの変異） 

　  d） エストロゲン受容体の遺伝子型多型との関係 13） 

　　　 エストロゲン受容体遺伝子PpXxはOAの早期発症と高度な関節破壊を生じるリスクファクターである 

3）自己免疫疾患 14）15） 

　  IgGリウマチ因子：nodal GOAで高値 

　  lgA：OA（－）群に比べ低値であった。さらに､ nodal GOAの方がnon-nodal GOAより低値であった 
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臨床上の特徴 

1）X 線　膝関節：molten wax appearance 8） 

　　　　 脊　椎：椎間板や繊維軟骨部の変性など､ 軟骨の炎症性破壊の像 

　　　　 股関節：股関節単独のOAよりも関節破壊が強い 17）18） 

2）炎症マーカー：一部の症例に赤沈値の亢進､ CRP 上昇を認める 2） 

3）尿酸：non-nodal GOAは血中尿酸値が高い傾向にある 19） 

4）骨・軟骨マーカー 

　 OA 患者では正常人よりもMMP-3､ TIMP-1が高い 20） 

　 GOA 患者では膝 0A 患者よりMMP-3が高い 20） 

　 手 OAのある患者では腸骨のインスリン様成長因子が増加している 21） 

　 BMDやpyridinoline､ deoxypyridinoline､ deoxypyridinolineなどの骨代謝マーカーは高値である 22） 

 

治療 

GOAに対する特殊な治療はなく､ 一般的なOAに対する治療が行われる 

手の変化を伴う股関節のOAは､ 関節破壊が強い → 手術的治療を考慮 ? 

Structure-modifying OA drug 23） 

軟骨と骨の両方の病変を修復する薬剤の導入（今後の薬剤開発） 
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